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実質業務純益は、資金利益や役務取引等利益は増加し経費も減少しましたが、その他業務利益の減少により、前年度比6億円減少の71億円となりました。業務純益は、一般貸倒引

当金繰入額が0億円（29百万円）増加し、前年度比6億円減少の69億円となりました。臨時損益は、不良債権処理額の減少や株式等関係損益の増加等により、前年度比71億円増加

の22億円となりました。これらの結果、経常利益は、前年度比64億円増加の91億円、当期純利益は同36億円増加の65億円となりました。

１．2020年度損益の概況

2019年度 2020年度 2019年度比

42,902 41,483 △ 1,419

31,621 30,742 △ 879

30,034 31,430 1,396

26,080 27,021 941

4,015 4,275 260

1,526 △ 555 △ 2,081

1,586 △ 687 △ 2,273

△ 23,868 23,618 △ 250

△ 11,246 11,413 167

△ 11,115 10,769 △ 346

△ 1,507 1,436 △ 71

7,753 7,123 △ 630

6,166 7,811 1,645

5,207 7,086 1,879

△ 141 170 29

7,612 6,953 △ 659

△ 4,920 2,216 7,136

△ 4,330 1,080 △ 3,250

1,114 742 △ 372

△ 2,115 2,385 4,500

411 168 △ 243

2,691 9,169 6,478

△ 623 △ 142 481

2,068 9,027 6,959

△ △ 826 2,502 3,328

2,895 6,525 3,630

　コア業務純益（投資信託解約損益除く）

経費

人件費

経常収益

　コア業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

業務粗利益

その他業務利益

当期純利益

実質業務純益

臨時損益

不良債権処理額

株式等関係損益

法人税等

その他

　コア業務純益

償却債権取立益

経常利益

特別損益

税引前当期純利益

物件費

税金

一般貸倒引当金繰入額

業務純益

国債等債券関係損益

(百万円）

円貨の貸出金利息や有価証券利息配当金が増加し、外貨
建ての運用収支が改善しました。

評価損となった投資信託についてはリスク圧縮・ポート
フォリオ改善目的から売却を実施しました。

業務の見直しと効率化を推し進めました結果、物件費、
税金が減少しました。

不良債権処理額の減少等により、実質与信関係費用は減
少しました。

前年度は新型コロナウイルス感染症拡大に伴う株価下落
により保有株式の減損処理を行いました。

上記要因により、当期純利益は36億円増加しました。

コンサルティング活動の推進により増加しました。



4(株)四国銀行(8387)2021年3月期決算短信

事業性評価を軸としたコンサルティング活動を推進したことに加え、昨年3月以降は、新型コロナウイルス感染症拡大により事業に影響を受けられたお客さまに対する資

金繰り支援を通じ、貸出金平均残高は増加しましたが、貸出金利回りの低下（主として外貨貸出金利回りの低下）により、貸出金利息は前年度比2億円減少の193億円と

なりました。なお、円貨貸出金利息は前年度比2億円増加しました。

２．資金利益（貸出金利息、平均残高／利回り）

16,288 16,671 16,901 
17,632 

18,450 

1.24 1.20 1.18 
1.11 

1.04 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

0
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4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

貸出金平均残高/利回り

（金融機関貸付金を含む）

貸出金平均残高 利回り

20,226 20,139 20,102 19,639 19,366

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

貸出金利息

（金融機関貸付金を含む）
（億円） （％）（百万円）
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マイナス金利政策の継続に加え、世界的に低金利傾向が強まる厳しい投資環境のなか、運用強化に努めました結果、有価証券平均残高は増加しましたが、有価証券利回

りの低下により、有価証券利息配当金は前年度比1億円減少の88億円となりました。

３．資金利益（有価証券利息配当金、平均残高／利回り）

10,429 
9,850 

9,048 

7,896 
8,625 

0.99 
1.13 

1.38 

1.13 
1.02 

0.00

0.20

0.40
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0.80

1.00
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1.40

1.60

1.80
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2,000

4,000
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12,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

有価証券平均残高/利回り

（商品有価証券を除く）

有価証券平均残高 利回り

10,335 

11,175 

12,555 

8,987 8,873

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

有価証券利息配当金

（商品有価証券を除く） （億円） （％）（百万円）
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４．役務取引等利益（１）内訳

2,078 1,901 1,714 1,746 1,798 

506 
424 810 879 1,000 

1,479 
1,499 

1,469 1,389 
1,476 

4,064 
3,826 

3,994 4,015 
4,275 

0

500

1,000
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2,000
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3,000
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4,000
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5,000

2016年度2017年度2018年度2019年度2020年度

役務取引等利益

個人コンサルティング収益

法人コンサルティング収益

その他

（百万円）

6,438 6,561 
6,946 7,026 7,203 

2,374 
2,735 

2,951 3,011 2,927 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

役務取引等収益・費用

役務取引等収益

役務取引等費用

（百万円）

（注）管理会計ベース

法人コンサルティング収益と個人コンサルティング収益が共に増加し、役務取引等利益は前年度比2億円増加の42億円となりました。
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56 57 56 97 106
52 42 53 

119 8261 80 94 

98 115 
226 

85 
156 

175 196
111 

146 

365 
219 248

11 

82 
169 

251 

506 

424 

810 

879 

1,000 
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法人コンサルティング収益

ストラクチャリング手数料

シンジケートローン

私募債

ビジネスマッチング

事業承継・Ｍ＆Ａ

その他

66 43 27 15 21

29 74 61 42 87

557 567
456 548

632

826 812 
923 782 

735 

1,479 1,499 1,469 
1,389 

1,476 

0

200
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1,000
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

個人コンサルティング収益

保険

投資信託

金融商品仲介業務

その他

４．役務取引等利益（２）個人コンサルティング収益、法人コンサルティング収益

（百万円） （百万円）

お客さまの資産形成ニーズに合わせた幅広いご提案に努めました結果、保険関係

手数料は減少しましたが投資信託関係手数料等が増加し、前年度比0億円（87百

万円）増加の14億円となりました。

多様な資金調達ニーズに対応したスキームの構築への積極的な取組み等により、

前年度比1億円増加の10億円となりました。

（注）管理会計ベース（注）管理会計ベース
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５．経費及び経営効率

1,667 1,602 1,466 1,507 1,436 

10,991 11,229 11,327 11,115 10,769 

11,750 11,579 11,511 11,246 11,413 

24,409 24,411 24,305 23,868 23,618 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

経費

人件費

物件費

税金

（百万円）

77.1
75.8

72.9

79.4

75.1

70.0

75.0

80.0

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

OHR

（コア業務粗利益ベース）
（％）

BPR・ICT戦略に基づき業務の見直しと効率化を推し進めました結果、主と

して物件費が減少し、前年度比2億円減少の236億円となりました。

期末総人員は前年度末比17人減少の1,326人となりました。また、店舗数

は前年度末から変動はありませんが、ブランチ・イン・ブランチ方式にて3

店舗の移転統合を行いました。

1,374 1,380

1,361

1,343
1,326

106
103

101 101 101 95

100
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120

1,300

1,320

1,340

1,360

1,380

1,400

2017/3末 2018/3末 2019/3末 2020/3末 2021/3末

期末総人員・店舗数

期末総人員 店舗数

（人） （店）



9(株)四国銀行(8387)2021年3月期決算短信

６．与信コスト及び与信コスト率、有価証券関係損益

△ 616

△ 1,288

411

3,357

508

△ 0.03 △ 0.07

0.02

0.19

0.02

△ 0.08

△ 0.06

△ 0.04

△ 0.02

0.00
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

与信コスト及び与信コスト率

与信コスト 与信コスト率

（百万円）

与信コスト（＝実質与信関係費用）は不良債権処理額の減少等により、前

年度比28億円減少の5億円となりました。与信コスト率も前年度比0.17ポ

イント低下し、0.02％となりました。

（％）

93
671

1,391

△ 2,115

2,385
1,795 549

△ 892

1,586

△ 687

1,889

1,220

498

△ 528

1,697

△ 2,500

△ 2,000

△ 1,500

△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

有価証券関係損益

（国債等債券関係損益＋株式等関係損益）

国債等債券関係損益

株式等関係損益

有価証券関係損益

（百万円）

評価損となった投資信託についてリスク圧縮・ポートフォリオ改善目的から売

却を実施したため、国債等債券関係損益は損失となりましたが、株式等関係損

益は前年度の期末にかけての株価急落を主因とする損失から大幅に改善し、有

価証券関係損益は前年度比22億円増加の16億円となりました。
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個人預金、法人等預金及び譲渡性預金がそれぞれ増加し、 預金等（譲渡性

預金を含む）は前年度末比2,284億円増加の2兆9,078億円となりました。

７．預金等及び個人預り資産残高

567 561 804 385 588 

8,101 8,709 8,888 8,693 9,750 

17,534 17,574 17,547 17,715 
18,738 

26,203 26,846 27,240 26,794 

29,078 

0

5,000
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20,000

25,000

30,000

35,000

2017/3末 2018/3末 2019/3末 2020/3末 2021/3末

預金等残高

個人

法人等

譲渡性預金

（億円）

新型コロナウイルス感染症により営業活動が制限されるなか、お客さまに

寄り添った提案や長期的な資産形成支援などの個人コンサルティング活動

に努めました結果、保険商品は減少しましたが投資信託が増加し、前年度

末と同程度の2,315億円となりました。

1,784 1,831 1,899 1,890 1,806 

596 543 514 425 509 

2,381 2,375 2,413 
2,315 2,315 
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個人預り資産（投資信託＋保険商品）残高

投資信託

保険商品

（億円）
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貸出金は、引き続きアセット構造の改革を積極的に進め、大・中堅企業向けは減少しましたが、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う資金繰り支援に積極的に対

応した結果、中小企業向けの増加等により、前年度末比923億円増加の1兆8,766億円となりました。

個人ローンは、ローンプラザを中心に推進したことで住宅ローンが増加し、前年度末比78億円増加の3,533億円となりました。

８．貸出金残高及び個人ローン残高

5,764 5,314 5,814 5,707 5,469 

8,074 8,239 
8,524 8,618 9,711 

2,969 3,210 
3,397 3,517 

3,586 
16,808 16,764 

17,736 17,843 
18,766 

0
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貸出金残高

個人向け

中小企業向け

その他
大・中堅企業、
地方公共団体等

（億円）
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2,828 
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3,320 2,820 2,494 2,241
3,148

626
688

565
494

590

1,816
1,709
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1,554
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1,355
1,635

1,742 2,425

2,782

3,327
2,731
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９．有価証券残高・評価損益

（億円）

前年度末の新型コロナウイルス感染症に伴う市場の混乱からの回復もあり、

株式の評価益が増加したこと等から、前年度末比171億円増加の373億円とな

りました。

（億円）

（外国証券・投資信託等）

運用を強化し、投資信託や外国証券等を中心に投資しました結果、有価証券

残高は前年度末比1,484億円増加の9,625億円となりました。
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１０．自己資本比率
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（億円）

自己資本比率は、左記要因により、前年度末比0.14ポイント上昇の8.77％

となりました。国内基準行に求められる4％以上の基準を大きく上回ってお

ります。

（％）

国内基準

自己資本の額は、利益剰余金の増加等により、前年度末比38億円増加の

1,277億円となりました。また、リスクアセットの額は、有価証券の増加等

により、前年度末比185億円増加の1兆4,552億円となりました。

（億円）
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１１．不良債権の状況
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（億円）
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金融再生法開示不良債権比率 保全率

金融再生法に基づく開示不良債権の総額は、経営改善等中小企業金融の円

滑化に取組むなか、債務者区分の見直しもあり、前年度末比13億円増加の

412億円となりました。

＊不良債権総額＝破産更生債権及びこれらに準ずる債権＋危険債権＋要管理債権

開示不良債権額は増加しましたが正常債権も増加し、不良債権比率は前年

度末比0.04ポイント低下の2.15％となりました。また、不良債権が貸倒引

当金や担保・保証によりカバーされている割合を表す保全率は、前年度末

比1.9ポイント低下し83.6％となりましたが、引き続き十分な水準を確保し

ております。

（％）（％）
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１２．株主還元額・株主還元率
株主の皆さまへの利益還元の一環として自己株式の取得を行ったことにより、株主還元額は前年度比7億円増加の19億円となりました。株主還元率は当期純利益の

増加により低下しましたが、30％台を確保しました。

また、当行は、株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするとともに、当行株式への投資魅力を高め、より多くの方々に長期間当行株式を保有していただくため、

2015年度から継続して株主優待制度を実施しております。

なお、2021年3月末の株主数は、前年度末比10,582名増加し、23,143名となりました。
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（百万円） （％）

（注）2018年度 創業140周年記念配当5円00銭
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１３．2021年度業績予想

（単位：億円）

中間期 中間期
前年

同期比

経常収益 204 414 192 △ 12 387 △ 27

業務粗利益 147 307 150 3 303 △ 4

資金利益 135 270 129 △ 6 261 △ 9

役務取引等利益 18 42 22 4 44 2

その他業務利益 △ 6 △ 5 △ 0 6 △ 1 4

（うち国債等債券関係損益） △ 6 △ 6 △ 0 6 △ 1 5

経費 119 236 116 △ 3 230 △ 6

実質業務純益 28 71 34 6 72 1

実質与信関係費用 △ 0 5 8 8 9 4

経常利益 39 91 37 △ 2 78 △ 13

当期（中間）純利益 28 65 26 △ 2 50 △ 15

2020年度実績 2021年度予想

通期 前年度比通期

単体の2021年度通期業績は、マイナス金利政策が続く厳しい投資環境に加え、引き続き新型コロナウイルス感染症の影響が懸念されるなか、経常

収益387億円、経常利益78億円、当期純利益50億円を予想しております。


